
学校だより 第9号

チ||ヤ|レ|ンジ農ありがとう
新年に思う 校長 森田

新しい年がスタートしました。

     につなげる大事な学期です。   11113学期は、この 1年を振 り返 り、次の学年
この学年での成長を確認し、やり残していることに取 り組むまとめの学期です。

ある日の昼休みのことです。廊下で6年生の男の子と一緒になり、しばらく雑談しながら歩き
ました。ちょうど調理員さんが給食ワゴンの片付けをしている横を通りかかった時のことです。

その男の子は、大きな声で「今日の給食おいしかつたです。」と言つたのです。唐突に発せられた

素直な言葉に、視界がパッと開けるような喜びを感じました。調理員さんからは素敵な笑顔が返

つてきました。「(校長)今 日のじゃなくて、今日もだろう?J「 (男の子)そ うだった。ありがと
うございます。」何気ない会話がこれほどに楽しく感じられるものなのかと思いました。

別の日、清掃の時間のことです。子供たちと一緒に図工室を掃除しました。黒板を担当してい

る女の子に、黒板は上から下へ真つ直ぐ拭いていくときれいに拭けること、最後に溝に溜まつた

チョークの粉を拭き取ることを伝えました。その子は、なるほどというような表情を浮かべた後、
わき目も振らず黒板に向かいました。最後に溝の端に拭ききれないチョークの粉が残りました。

その時、その子は、ためらうことなく一連の自然な流れのように素手でチョークの粉を取りまし

た。手が汚れることもいとわず黒板をきれいにしようとした、瞬間の真っ直ぐな思考を感 じ、こ

ちらの心が爽やかになるのを覚えました。

この、ら、たつのエピソー ドは、子供の持つ純粋さでしょうか。人間としての大切なものを、無

意識のうちに行動に現しているように思います。男の子からは、「挨拶Jの本質的意味が、女の子
からは「奉仕Jの本質的意味が伝わってきました。
二人の子供に限つたことではないと思います。「こうした子供たちの大切な姿を、見逃してはい

ないだろうか。」ふと自省の念に駆られました。

大人は子供にいろいろなことを教えていかなければなりません。その前提に、子供のよさを認
めることがあるのだと思います。それは、大入自身が、物事の本質をどれだけ理解しているかに

かかつているのかもしれません。

人事な3学期の始めに、大切なことが確認できた思いでした。

本年も どうぞよろしくお願いいたします。
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1月 10日 (土 )、 本校で開催された「親子で学ぶ 110番 教室」に
は、たくさんの方が参加してくださいました。市内では初の試みとの

ことでした。子供たち自身の防犯意識を高めるよい機会

となったと思います。

ありがとうございました。



平成26年度 2学期末「よりよい学校作りを目指して」アンケート結果報告

2学期末に保護者の皆様にもご協力いただきました「よりよい学校づくりを目指して」の集計結果をお知らせ
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1今年度も「学校が楽しいと思う子供の割合が90%以上」を具体的な目標に掲げています。
く子供〉学校が楽しいですか。

i3 1ヽ4 全校では、1・ 2のプラス評価をしているのは、子供87%、 保護
者96%でした。前期は子供89%、 保護者は95%でした。子供
は2ポイント下がり、保護者は1ポイント上がつています。各学年
の結果は下記の棒グラフの通りです。
目標は90%ですので、下学年では達成しています。また、子
供の評価と保護者の評価にずれのある学年もあります。今後も

子供の心に寄り添つていきたいものです。
く子供〉学校が楽しいですか。
く保護者〉子供は学校へ行くのを楽しみにしていますか。
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2挨拶を習慣化する子供を目指して、「自分から家族・地域・学校で挨拶する子供の割合が90%以上」を
目指しています。
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く子供〉自分から挨拶をしていますか。
く保護者〉子供は進んで挨拶をしていますか。

:く保護者のみなさんからのご意見です 〉 :

卜学校へ行くのを楽しみにしており、ありが l

lとうございます。            !
卜学校での様子を話してくれない。楽しんでI
l登校しているが、本当はどうなのかわから l

子供の評価は、全校で88%と前期の93%よ り下
がりました。保護者は80%でした。
前期は高学年を中心に進んで挨拶をする子供が増
えていて、よい傾向にあると思われましたが、後期の
評1面は下がりました。寒くなつてきたからでしょうか。
また、今年は学習発表会が終わつてすぐにまとめの
時期に入つたので、子供たちの気持ちも急いていた
からでしょうか。進んで元気よく挨拶をする子供が少
なかったようです。まだまだ挨拶の習慣化ができてい
ないのではないかと思われます。今後も地域、家庭、
学校が一体となつて挨拶に取り組んでいきたいと思
います。ご協力よろしくお願いいたします。
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3関わり合いながら運動する子供を目指して、「自分の目当てをもって運動する子供の割合が90%以上」
を目指しています。

く子供>体を動かして遊んだり目当てをもって運動したりしていますか。
く保護者〉子供は、進んで体を動かして遊んだり運動に取り組んだりしていますか。

達成目標は、90%です。今回も運動については、
各学年ともおおむね良好です。全体の達成率は、児
童が91%、 保護者が90%でした。朝のチャレンジタ
イムや自主的な朝のトレーニングが功を奏していると
思われます。学校では、冬季はなわとびに力を入れ
ています。各自なわとびカードに記録することによっ

[曇fi:隧霊奮景i       fr
みです。



4学 習に関すること
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授業が分かりますか 書がすきですか

2年 3年  4年 5年
89   86   84 ‐ 78

〓鯖
鯛
嗣
硼
碑
・７２
６３

一４
・９‐
　
９５

涙
蝙
翻
燒
眸
８３
・５４

．鉾
一９５
　
９２

鋒
一９４　
８６
一

翻
酬
酬
測
４
一６０
５８

胆
翻
翻
蝙
鞠
許
缶

И

繊配
慈颯
鰺
翻
鯛
鋼
峰

９８
一６‐

一
． 　

　

　

　

　

　

　

峰

一
８９
　
８５

一

だらだち |

一緻
綱
酬
翻
測
眸
９０
８０

%100
80
60
40
20
0

醤児童

口保護者

織児童

口保護者

98

87

95

92 74

(10分 X学年)の家庭学習をしていますか

読書については、学校では主に月・水・金曜日の読書タイムや国語の時間に取り組み、子供たちは進んで
本を読んでいます。さらに様々な本を読むように指導していきます。算数など各教科の指導では、基礎的基
本的な学力が身に付くように今後も子供の実態を見極めながら進めていきたいと思います。
5生活に関すること
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!・ 本と接することが苦手で、一人でいることが好きみたいで気になる。                 1
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じ∬‐‐L―」が還晨聯ぢ長藤葛」ありました。また、寝る時刻
れないことや睡眠不足が,い配されることも気になるところです。以前から嵩學年でをあ1頃向がありましたが、

電 籍 提 翼 放 湛 鐘 毀 箭 載 蚊 籠 秘 覧瀧 轟 増 場 。今後ともご理解ご協
力をよろしくお願いします。アンケートヘのご協力、貴重なご意見をいただきありがとうございました。

ぃ一　　　　　　一一一

鉢
ず郡
酬
蝠
鮒
細
碑
一７４
８４

選罵彗ζ妻]程壇薫な甦躍票::Pよう|
<保護者の皆さんからのご意見です>
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1月 8日 、校内書初大会が実施されました。低学年はそれぞれの教室で、中・高学

りかえり、練習の成果を発揮 しようと意気込年は体育館で行いました。どちらの会場も、しんと静ま

む子供たちの集中した姿が見られました。

1年生にとつては、初めての書初大会。「先生、いっぱい練習したよ。」「上手になったから金賞が

とれたらいいな。」と子供たちははりきって書き上げ、作品のできばえに満足した様子でした。
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【体育館での書初大会
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1年生は、生活科の学習で 「むか しのあそび J
の学習を tノています。

「こまの糸ってどうやって巻 くの ?J「 おはじ

きつてどうやつて遊べばいいの ?」 と戸惑ってい

た子供たちですが、お手玉、けん玉、ヨー ヨー、

あや とり… といろいろな遊びに親 しみ、遊び方を

マスター してきま した。 日頃は、電子ゲームを使
つた遊びが中心になっている子供たちは、手先を

器用に使ったり、遊び方を自分たちで工夫 したりできる昔の遊びの楽しさに気付いたようです。この

後、昔の遊びを介してつくし保育園の年長さんとの交流学習を企画しています。もうすぐ、一つお兄

さん。お姉さんになる子供たち。年長さんのお世話を進んでしてほしいと願つています。

真貪1な 目つ きでお手 l‐ の練習 中 |

自分たちで作つた福笑いを楽 しん

でいます。

汽●音わム会


